
産業・労働・観光 

●アスパラ農家への生産技術について 

Ｑ． 

 新聞でアスパラ農家が減っている記事を読みました。土に這いつくばって収穫をする必要

があって重労働らしいです。ならば、イチゴ農家のようにアスパラを高い位置で育ててみる

のはいかがでしょうか。それが難しいなら人が作業する場所を掘り下げて用水路に使う溝型

のコンクリートを入れるとか。アスパラが陽に当たる工夫も色々出来そうです。農家の方は

今までと違う発想が苦手なようなので生産技術を教えてみてはいかがでしょうか。 

 

（令和 4年 10月受付） 

 

 

 

Ａ． 

アスパラガスは、県内一の生産量を誇る当市を代表する農産物であり、栽培面積の拡大や

生産性の向上など、農家の皆様がアスパラガスに取り組みやすい環境整備に向けて支援を強

化しているところです。併せて、生産者へのアンケート調査を実施するなど、課題等の状況

把握に努めており、今後、生産者で構成するアスパラ部会と関係機関等が一体となって課題

解決に向けた具体的な取組を進めていくこととしております。 

ご提案について、早速、アスパラ部会を所管する北越後農業協同組合に情報提供させてい

ただきました。「アスパラガスをいちご農家のように高い位置で育ててみるのはどうか。」に

つきましては、県外（香川県等）で板を利用し畝を高くして栽培する「枠板式高畝栽培方式」

を行っている産地があるとのことですが、当市で主流の収穫期を長くできる「長期立茎栽培」

では、生育過程において横から根が出てくることから不向きであること、また、「作業する

場所を掘り下げて用水路に使う溝型のコンクリートを入れてはどうか。」については、採算

ベースでのコストが割高となるなど、今のところ、それぞれの導入には課題が多いとのこと

でありました。 

いずれにいたしましても、栽培に伴う労力を極力減らし、収益性を高めていくことこそが、

生産拡大につながることから、将来に渡って新発田の特産として継続発展できるよう、技術

的サポートや販路の多角化、高付加価値化を進めてまいりたいと考えております。 

 

（令和 4年 11月 4日回答） 

 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 

 


